











































































して中国に来，1815 年から "A Dictionary of the Chinese Language", 1820 ～ 23 の編纂に着手し
た。この字典の PART IIである『五車韻府』には utility の語は収録されていない。彼の『字典』
（1823）にも，「功」字や「利」字の項に「功利」という漢語は収録されていない１）。
次にW.H.メドハースト "A Chinese and English Dictionary" ，1842 を見てみよう。メドハース
ト（1796 ～ 1857。漢名　麦都思）もロンドン伝道会の宣教師で，中国で最初の近代的な印刷所
である墨海書館を設立している。本書の「利」字の項に「私利 private gain」「利物 to do good to 
others 」「便利 convenient」，「用」字の項に「利用 to promote useful things 」「功用 meritorious 









utilityの語彙が漢英字典に初出するのは，W.ロプシャイト "An English and Chinese Dictionary"，
1866 ～ 69 である。ロプシャイト（1822 ～ 93。漢名　羅布存徳）は，ドイツのレーニッシュ伝
道会，イギリスの福漢会，ロンドン伝道会などに在籍した宣教師であり，本書は，モリソン以
来の在華宣教師の手になる漢英・英漢字典類の集大成である。本書は，次のようである４）。
"Utilitarian, a.  利用的，裨益的 "
"Utilitarian, n.  以利人為意者，従利用物之道者 "
"Utilitarianism, n.  利人之道，以利人為意之道，利用物之道，益人之道，益人為意 "










字典を増訂した F.キングセル "A Dictionary of the English and Chinese Language"，1897 になっ
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ても，
"utility  n.  益，裨益，利益 "
"utilitarian  a.  利用的，裨益的， n. 以利人為意者，従利用物之道者 "
"utilitarianism  n.  利人之道 "
とあって５），ロプシャイトの訳語をそのまま用い，いまだに名詞化していない。事実，H.A.ジャ
イルズ "A Chinese -English Dictionary"，1892 には，「功」字や「利」字の項に「功利」の語は
採録されず，「利用」という言葉も "excelling in use of, suited to a place or people" （「利」字の項）

















































とある９）。このように utilityの訳語は 1880 年代に名詞化して，ロプシャイト字書とは違ってい
る。そして『ウェブスター氏新刊大辞書　和訳字彙』（第二版，1888）であると，
"Utilitarian  a.  利用ノ，裨益ノ，n. 利人ノ道ヲ守ル人，功利家 "
"Utilitarianism  n.  功利学，利学，利用論，実利学，実利主義 "







































第 2節　経済学書に見える utility の訳語














である。ジェヴォンズ経済学では utility概念が重要であり４），明治 30 年に出版された田島錦治
『最近経済論』（有斐閣，1897 年）が「効用」の訳語を用いて以降，utility－「効用」の訳が普

































は民衆と世界が幸福になることを目標にもつこと，およびアダム・スミスの "Wealth of Nations" 
の自由貿易と自由労働が富国の方法であることが説かれている。「楽利」の漢語は，次の原文の
訳語として用いられた。
Political economy teaches us to look beyond the immediate effect of what we do, to seek the 




ズ書の "Chapter Ⅱ Utility"を，『富国養民策』は「第二章　論物之有益於人」と訳し，その "11
　When things are useful"を「十一節　物至何時於人有益」と訳した。Utilityは「有益」と一般
名詞的に訳されたことからも分かるように，「楽利」や「有益」という漢語は，utilityという独
特の観念を表すものとして用いられたわけではない。また原文の "the value of Free Labour and 
Free Trade" は，"Free Trade" "Free Labour" が固有の自由主義的観念を表しているのに，「貿易
応無遏禁，工作応無定限」と内容解説的に訳されている。「自由」という漢語が用いられなかっ
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たのは，「勝手にする」「ほしいまま」といったその語感が嫌われたからであろう。





















は政治から距離をとるという political economyの前提を誤解させ易い。また原文の goodで漢訳





そこで utilityの訳語について見てみよう。前述のとおり，ジェヴォンズ書の Chapter Ⅱは，








念としての utilityに対して，明治 30 年以前は訳語が一定せず，「利用」以外に「実利」「実用」





















































































































































































































































































李提摩太は，ティモシ ・ーリチャード（1845 ～ 1919）の漢名で，イギリスのバプテスト修道会
の宣教師である。1870 年に中国に来て，1891 年には上海の広学会（The Society for the Diffusion 

























済哲学』は，イギリスの自由主義経済学者ヘンリー・ダニング・マクリードの "The Principles 
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Ideas of Utility and "Gongli功利 " in the Late Qing晩清
Takeshi KOBAYASHI
Abstract
The modern idea of utility was introduced to China in the end of the 19th century.  The Chinese intellects 
chose "gongli 功利" "leli 楽利" and so on for "utility".  But the Confucians did not agree with the use of "gongli", 
because they thought "gongli" aimed to satisfy their own self-interest and blemished the purity of mind.  For the 
late Qing China, it was not easy to understand the idea of utility.  So I will consider some points of the complex 
phases about the idea of utility as bellow.
（1） What were the equivalents of utility seen in Chinese - English and English - Chinese dictionaries of the 19th 
century ?
（2） What was the Chinese way of understanding utility seen through the translation of W.S.Jevons "Primers of 
Political Economy", comparing with the Japanese translation ?
（3）What was the　Chinese traditional thinking of "gongli" ?
（4） What were the understanding of "li 利 " and division of labor seen in the book written by Timothy Richard
　李提摩太 and the paper of Liang Qi-chao 梁啓超 ?
Keywords :  utility, gongli功利 , Timothy Richard李提摩太 , Liang Qi-chao梁啓超 , W.S.Jevons
